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100万分の1広域海底地質図の新刊

西南日本外帯沖

広域海底地質図

海洋地質図Nα8
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⑧縮尺100万分の1広域海底地質図として本図は｢琉

球島弧周辺広域海底地質図｣につぐ第2弾である.

これは昭和50年度6～7月に地質調査所が実施した白

嶺丸による海底地質調査研究の結果と既存資料とを

まとめて作成された.

⑧プレｰトテクトニクスによると本海域はフィリピ

ン海プレｰトが面目本島弧を圧迫し祖カミらその下にも

ぐり込みつつある場所と認識される.大きくみて南

から北へ深海堆積物に覆われた平坦な四国海盆タ

一ビダイトで埋められた南海舟状海盆もぐり込みに

より擾乱されたアクリｰション帯深海平坦面を構成

する新第三紀堆積層等これらがみごとに帯状を流し

て配列する.断層鮮と榴曲軸は雁行し在カミらもこ

れらの配列にほぼ平行して発達する.この構造の状

況は本図に付された断面図によってさらに明確に理

解されるであろう.これはまさに大陸殻と海洋殻

が海溝をもって互いに接する場所の典型的狂構造とい

える.

健本図を西南目本外帯の陸域地質構造とあわせて読むと

きはじめて日本島弧の真の姿が理解されるであろう.

さらに本図は石油探鉱にも有効な基礎的資料として役

立ちまた地震予知にとっても海溝型に伴う地震

発生機構の解明に欠きた手がかりを与えるものと考

えられる.
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